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市
長
は
、
市
民
の
声
を

も
っ
と
真し

ん

し摯
に
受
け
止
め

よ
。

　
　
　

企
画
部
長

　

複
合
型
庁
舎
に
つ
い
て

は
、
土
地
の
有
効
活
用
、

建
設
か
ら
後
の
維
持
管
理

に
か
か
る
ま
で
の
コ
ス
ト

低
減
、
市
民
皆
様
の
利
便

性
の
向
上
の
観
点
か
ら
、

検
討
に
値
す
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

保
険
福
祉　

　
　

 　

部
長

　

平
成
20
年
度
に
策

定
す
る
老
人
保
健

福
祉
計
画
の
実
態
調

査
に
よ
り
、
乗
り
合

い
バ
ス
、
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
な
ど
を

含
め
、
交
通
手
段
の

あ
り
方
を
検
討
し
た

い
。

　

２
５
２
区
あ
る
行
政
区

を
１
３
６
区
に
再
編
す
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
、
２
年

以
上
経
過
す
る
。

進
捗
状
況
は
。

みやなり　あきよし

宮
成
昭
義

■高齢者の利便を図れ
　　　  ～交通手段を検討～

　

交
通
手
段
を
持
た
な
い

高
齢
者
、
特
に
バ
ス
停
が

遠
く
に
あ
る
交
通
弱
者
へ

の
対
策
は
。

ごとう　あきこ

後
藤
章
子

質 

答

質 

答

■
市
行
政
を
問
う

　
　
　

〜
複
合
型
庁
舎  

検
討
に
値
す
る
〜

複
合
型
総
合
庁
舎
は
、

市
の
財
政
計
画
と
整
合
性

が
あ
る
の
か
。

節せ
っ
そ
う操
の
な
い
行
政
推
進

は
危
険
極
ま
り
な
い
し
、

市
民
の
願
い
に
逆
行
し
て

い
る
。

質 

答

三
重
高
校
跡
地
の

　
　
　
　
　

活
用
は

無
償
で
し
か
貸
せ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
市
の
公
共

施
設
と
し
て
の
活
用
を
考

え
て
は
ど
う
か
。

　

（
答
弁
な
し
）

鳥
獣
被
害
を　
　
　

　
　

防
ぐ
た
め
に

　

〜
現
状
の
負
担
率
で
〜

中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
で
行
な
う
、
イ
ノ
シ

シ
・
シ
カ
の
防
護
柵
設
置

事
業
の
農
家
負
担
軽
減

を
。

　
　
　

産
業
経
済
部
長

　

ほ
か
の
事
業
で
、
す
で

に
防
護
柵
を
設
置
し
て
い

る
地
域
も
あ
り
、
負
担
の

整
合
性
に
も
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
現

状
の
負
担
率
で
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

質 答質 答

▲「御用」となったイノシシ

▲早くバスが来ないかな

足
並
み
が
揃
う
の
か

　
　
　
　
　
　

〜
達
成
に
努
力
〜

　
　
　

総
務
部
長

　

重
要
課
題
の
ひ
と
つ
と

し
て
捉と
ら

え
て
い
ま
す
。

　

再
編
否
定
は
少
な
く
平

成
21
年
度
ま
で
に
実
現
す

べ
く
、
さ
ら
な
る
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。


